
 

 
 

［文化財としての昆虫標本］ 
市郷土資料室では多摩地域の昆虫標本６２５箱【４６,０００個体（３,１７０種）】を所蔵しています。

これは市立西中学校の教諭であった北原俊幸先生から市に寄贈されたもので、文化財としての価値を認

められ、新たに市の文化財（天然記念物第 2 号）に指定されました。今号では、北原先生に昆虫標本を

「文化財」という、従来触れることの少ない視点からご紹介して頂きます。 

 

〔はじめに〕 

昆虫に人間が目を向けていたという事実は、いくつか残っています。日本の法隆寺には、「玉虫
たまむし

厨子
の ず し

」

が残されていて、その飾りとしてタマムシが利用されました。また、古代エジプトの王の埋葬品の中に

は、スカラベ（フンコロガシ）が使われていたものが残っているそうです。ただ、これらについては、

標本とは考えにくいものです。 

昆虫標本の歴史については、比較的浅いものです。採集年がラベルに記載されている標本として残っ

ているのは、オックスフォード大学の蝶の標本といわれていますが、これは１７０２年のものだそうで

す。大英自然史博物館に残る標本は、イギリスのジェームス・ペティヴァーが収集した昆虫標本をハン

ス・スローン卿が買い取り、スローン卿の死後、昆虫標本以外のものも含めてイギリス政府がそれを買

い取って、１７５３年に設立された大英博物館に納められました。 

日本では、幕府の旗本であった武蔵孫左衛門の作製した昆虫標本が、東京大学農学部に保管されてい

ます。この標本は１８３０年から１８４４年頃までに作製されたといわれ、残っている標本の中では、

最も古いものとされています。 

 

〔東久留米市の昆虫標本の内容〕 

 標本の収納は基本的には、現在の分類（２０２０年）に従っています。下にいくつかの例を示してみ
ました。 
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また、昆虫展展示用に、代表的な昆虫をまとめた標本箱もあります。現在見ていただいているのは、
この標本です。 

        

 

    

写真５ 半翅目の例 

写真７ 膜翅目の例  

写真３ スズメバチの仲間 写真４ オオムラサキ 

写真８ 鱗翅目の例  

 写真６ 鞘翅目の例 



〔文化財標本の内容〕 

現在、日本の昆虫は、およそ３万種が知られています。東久留米市にある昆虫標本は、分類できてい

るものが、およそ３１７０種ですから、日本の昆虫の１０分の１の種があることになります。 

（１）イシノミ目（日本には１５種知られています） 

 ヤマトイシノミの１種のみ。３頭の標本があります。 

（２）カゲロウ目（日本には１４７種知られています） 

 フタバカゲロウ、チラカゲロウ、モンカゲロウなど８種、３２頭の標本があります。 

（３）蜻蛉目
せいれいもく

（日本には１８０種知られています） 

 オニヤンマ、アキアカネなど５３種の標本があります。 

（４）カワゲラ目（日本には１４５種知られています） 

 モンカワゲラ、オオヤマカワゲラなど５種の標本があります。 

（５）直翅
ちょくし

目（日本には３７０種知られています） 

 コロギス、マダラカマドウマ、セスジツユムシ、クツワムシ、ケラ、エンマコオロギ、カンタン、

スズムシ、カネタタキ、ショウリョウバッタ、コバネイナゴ、ヒシバッタ、ノミバッタなど、約５

０種の標本があります。 

（６）ナナフシ目（日本には１９種知られています） 

 ナナフシ、ニホントビナナフシの２種の標本があります。 

（７）革翅
か く し

目（日本には２０種知られています） 

 ハサミムシ、オオハサミムシなど、７種の標本があります。 

（８）網翅
も う し

目（日本には２６種知られています） 

 網翅目はシロアリ亜目とゴキブリ亜目に分かれます。シロリ亜目はヤマトシロアリ１種、ゴキブリ

亜目はチャバネゴキブリ、クロゴキブリ、ヤマトゴキブリなど、６種の標本があります。 

（９）蟷螂
とうろう

目（日本には９種知られています） 

 別名はカマキリ目といいます。オオカマキリ、カマキリ、コカマキリなど、５種の標本があります。 

（１０）半翅
は ん し

目（日本には２９７３種知られています） 

 タガメ、ミズカマキリ、マツモムシ、アメンボ、ナシグンバイ、マダラカスミカメ、アシブトサシ

ガメ、ヤサハナカメムシ、トコジラミ、クロモンサシガメ、ヒラタカメムシ、オオメカメムシ、フ

タモンホシカメムシ、オオヘリカメムシ、ヒメマルカメムシ、ツチカメムシ、ナガメ、ヒシウンカ、

ヒメトビウンカ、アオバハゴロモ、ホシアワフキ、ヒグラシ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、オオヨ

コバイ、ミミズクなど約２５０種の標本があります。 

（１１）広翅
こ う し

目（日本には１６種知られています） 

 ヘビトンボ、ナカハラセンブリなど５種の標本があります。 

（１２）脈翅
みゃくし

目（日本には１５４種知られています） 

 ヤマトヒメカゲロウ、ヒメカマキリモドキ、ヨツボシクサカゲロウ、ウスバカゲロウ、ツノトンボ

など約２０種の標本があります。 

（１３）鞘翅
しょうし

目（日本には１０２３３種知られています） 

 ハンミョウ、ヒメマイマイカブリ、アオオサムシ、ミイデラゴミムシ、ゲンゴロウ、オオハネカク

シ、ノコギリクワガタ、カブトムシ、コガネムシ、カナブン、タマムシ、クロマドボタル、ジョウ



カイボン、テントウムシ、ノコギリカミキリ、シロスジカミキリ、イタドリハムシ、シロコブゾウ

ムシなど約１２５０種の標本があります。 

（１４）膜翅
ま く し

目（日本には４５１６種知られています） 

 クロオオアリ、オオスズメバチ、セグロアシナガバチ、ニホンミツバチ、クマバチなど約２００種

の標本があります。 

（１５）長翅
ちょうし

目（日本には４５種知られています） 

 クロヒメガガンボモドキ、シリアゲなど１２種の標本があります。 

（１６）双翅
そ う し

目（日本には５１８３種知られています） 

 ミカドガガンボ、ヒトスジシマカ、アカアブ、ハナアブ、ヒメクロバエなど、約１６０種の標本が

あります。 

（１７）毛翅
も う し

目（日本には３２３種知られています） 

 ヒゲナガカワトビケラ、ヨツメトビケラなど９種類の標本があります。 

（１８）鱗翅
り ん し

目（日本には５３３７種知られています） 

 チョウとガの仲間です。約１１２０種の標本があります。 

 ＊（ ）内は日本分類学会の調査による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔おわりに〕 

今回文化財として指定されました標本は、最も古いものが１９５３年で、多くは１９５０年代後半か

ら１９６０年代前半にかけて、収集・作製したものです。〔はじめに〕で書きましたように、世界で採集

年の記載がされている標本が２７０年以上前のものであることを考えれば、６０年から７０年前の標本

はまだまだ最近のもののように思えますが、丁寧な管理を続けていけば半永久的に残ることから、年月

が経つほど文化財としての価値は高まるものと考えられます。 

定期的な昆虫展を実施し、過去の昆虫のことから今の自然の様子を考えるということを続ける意味は大

きいと思います。 

（北原 俊幸 東久留米市文化財保護審議会委員） 

 
〔編集〕東久留米市教育委員会生涯学習課文化財係） 
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図１ 昆虫の系統樹 赤字は標本のある昆虫 


